
「クリエーターの話　 ～  私のイメージの源泉」
スペースデザイン部会員　福井 一真

大学３回生のときに受講していた木工の授業で、SD 部の会員でもあった西村俊夫先生に「新制作に出さないか」と声をか
けていただいたことが制作の原点です。

「新制作？スペースデザイン部？よくわからへんけど、木でなんかつくればいいんやね」とつくりはじめて今に至ります。
木に切り込み（スリット）をたくさん入れると木がフニャフニャになる。学生の頃はこの面白さに惹かれて【挽き曲げ】の
作品をしばらくつくっていました。そこから格子状の作品をつくるようになると、格子を立体に展開するという発想に至り
ます。格子を立体にする手段として【四方十字組手（３本組手）】という技法に出会い、近年では cube（立方体）をベース
に重層的な立体構造をもった「cubework（キューブワーク）」シリーズを手がけてきました。
こうして振り返ると、色や形から作品をイメージするというよりは、出会った技法から「これで何ができるか」を追求して
いくスタイルが、自分の中で確立されてきたんだなと、再認識できます。

 2024.7.30-9.8 の期間、高松市塩江美術館 30 周年企画展の一環で個展【福井一真展 -cubeforest-】を開催する機会をいただ
きました。そこでは今回４メートルの高さのある作品【写真1】や、会場のスペースに合わせてcube構成を考える作品【写真２】
など、組立に 10 時間以上要するような作品に挑戦しました。構想から１年以上かけてジックリ作品と向き合う時間がとれ
たことも自分にとって貴重な経験になっています。

【写真１：cubeforest1】

【写真２：cubeforest31】

組む箇所の数量にだけこだわった本作品（写真 3）は、300 本の角材を 1000 箇所の四方十字組手で組み上げています。
【写真３：cubeforest1000】

まだ言語化できていませんが、この経験が今後のつくる作品のみならず、つくる姿勢や考え方に大きな変容をもたらしてい
くのだろうと考えています。本展の作品をつくりながらも、「こうしたら面白くなりそう」というアイデアがいくつか出て
きました。

「cubework」シリーズも今年で 13 作品目になっていますが、頭の中にあるアイデアを消化するまではもう少し追求を続け
ていきたいと考えています。

【会場の様子】

【展覧会のチラシ】 福井 一真　プロフィール

1979 年　京都市生まれ　（現在愛媛県松山市在住）
2001 年　第 65 回新制作展スペースデザイン部門　初出品初入選（以降、毎年出品）
2006 年　音の彫刻コンクール 2006　準奨励賞受賞
2008 年　第 72 回新制作展スペースデザイン部門　新作家賞受賞
2009 年　兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科（上越教育大学配属）　修了
2010 年　愛媛大学教育学部美術教育講座（美術科教育）　着任（現在に至る）
2010 年　第 74 回新制作展スペースデザイン部門　会員推挙
2018 年　cubework 福井一真展（個展：愛媛県美術館）
2019 年　カタチカラ 2019（グループ展：愛媛県美術館）
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